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権
力
闘
争
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生
は
、
兪
鰐
十
ヵ
所
で
安
保
粉
砕
・
佐
薦
訪
米
阻
止
の
闘
い
に
総
決
起
し
た
。
こ
の
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年
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更
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る
激
突
の
幕
を
切
っ
て
落
と
す
べ
く
、
死
力
を
尽
し
た
闘
い
で
あ
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、

！
／
Ｆ
’
Ｐ
Ｉ
４
・
Ｃ
ζ
…
φ
Ｉ
Ｉ
哺
‐
ｌ
ｌ
一
！
　
　
・
－
Ｆ
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
‘
；
’
：
－
”
‘
”
’
‘
’
‐
v
~
‐
’
=
‐
2
j
v
＆
1
4
4
s
l
7

S
4
F
N
I
Z
r
’
r
4
“

全
国
総
結
集
の
十
一
月
闘
争
を

1
1
・
1
3
か
ら
の
連
続
闘
争
と
し
て
闘
い
抜
く
こ
と
こ
そ
、
ま
す
ま
す
問
ぎ
ら
か
に
な
っ
た
わ
れ

1
9
s
1
1
¥
1
｡
.
j
f
l
U
n
l
Z
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
.
、
．
！
　
．
．
．
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
・
　
　
’
『
Ｊ
！
！
ヲ
ー
心
１
ぶ
ヱ
ノ
ロ
賛
否
ｊ
ａ
切
弓
ノ
苔
力
有
と
ヌ
｀

固
か
ら
の
中
央
権
力
闘
争
者
マ
ッ
セ
ン
ス
ト
の
奔
流
昌
導
せ
ん
と
し
た
．
し
か
し
Ｊ
憲
の
旅
厚
い
壁
を
突
破
し
ヽ
巨
万
の
大
衆
が
武
装

と
ｙ
痛
苦
を
こ
め
７
明
さ
や
窓
し
な
け
れ
ａ
な
ら
な
い
．
と
は
い
え
、
長
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一
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こ
の
よ
う
な
路
線
に
基
づ
さ
我
々
は

選
挙
の
た
び
ご
と
に
い
ち
じ
る
し
い
凋

落
を
示
し
、
既
に
革
命
路
線
の
破
産
を

宣
告
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま

だ
に
そ
の
事
に
気
ず
か
ず
方
針
を
見
失

し
な
い
右
往
左
往
し
、
秩
序
維
持
の
名

の
も
と
に
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
共
同
し

我
々
に
対
し
て
敵
対
し
て
い
る
人
民
戦

と
組
織
さ
れ
た
暴
力
の
質
を
さ
ら
に
具

体
化
し
一
歩
泡
め
た
問
題
と
し
て
あ
っ

た
だ
ろ
う
し
、
ブ
ル
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ョ
ア
ジ
ー
の
な

し
崩
し
フ
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シ
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ム
攻
撃
’
に
あ
っ
て

そ
う
し
た
攻
撃
の
前
段
で
決
曾
を
い
ど

む
戦
跡
的
内
容
を
提
出
し
て
崇
た
の
で

あ
る
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の
積
み
重
ね
と
そ
の
総
括
の
う
ち
に
こ
そ
準
備
さ
れ
ろ
も
の
で
あ
る
。
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現
に
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安
保
決
戦
は
、
十
一
月
佐
藤
訪
米
阻
止
の
闘
い
へ
と
仝

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
高
揚
を
背
景
に
、
文
字
通
り
の
死
活
を
か
け
た
わ
れ
わ
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の
闘
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を
十
百
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争
へ
弟
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す
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弾
圧
網
破
、
り
平

井
、
田
端
に
結
集

　
1
0
月
2
1
日
、
｀
我
が
同
盟
指
導
下
の
反

帝
戦
線
部
隊
（
赤
ヘ
ル
軍
団
十
、
《
共

闘
武
装
行
動
豚
、
反
戦
武
装
行
動
隊
）

石
臼
名
は
十
二
時
劫
前
線
平
井
駅
に
結

集
し
、
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に
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炎
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鉄
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で
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装
し
か
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熾
烈
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、
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を
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の
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は
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困
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あ
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が
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が
軍
団
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に
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を
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、
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代
心
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の
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争
　
司
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
日
本
帝
国
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民
社
会
内
部
か

ら
反
革
命
を
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た
こ
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に
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中
竹
沢
は
ゲ
バ
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、
火
炎
ビ
ン
で
武
装

し
新
宿
を
中
心
七
高
田
馬
場
三
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、
そ
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池
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交
香
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ロ
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交
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襲
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ヘ
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団
の
泡
扉
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ

た
こ
の
日
の
闘
い
は
、
依
然
と
し
て
新

宿
を
袖
に
継
続
さ
れ
て
い
た
。

　
　
宝
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」
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目

　
　
か
ら
新
宿
へ
＼

　
戦
跡
的
に
は
大
巾
後
退
と
は
い
ぺ

朱
だ
戦
闘
を
終
ら
し
め
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
が
故
に
、
新
宿
結
集
の
新
た
な
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れ
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に
結
集
し
だ
し
た
。
武
器
の
ド
ッ
ヰ
ン

　
グ
も
試
み
ら
れ
た
。
中
野
坂
上
か
４

　
］
に
づ
街
。
分
冊
宿
に
迎
撃
す
る
方
針
｀
極

　
定
し
か
。
し
か
し
、
時
、
既
に
遅
く
、
／

　
新
宿
の
戦
闘
も
�
脱
字
ね
、
首
都
は
完
。

　
全
に
機
勤
ぼ
の
㈲
圧
に
下
に
む
か
れ
、

ぷ
て
が
こ
の
最
後
の
軍
団
に
支
中
し
た

一

中
子
以
上
か
ら
の
鎚
字
蚤
印
す
せ
ら

　
　
　
　
・
2
1
闘
争
は
、
跡
息
て
し
め
ら

マ
マ

こ
の
問
、
首
言
言
七

ｖ
Ｌ
・
バ
ド
ム
ジ
ゾ
走
差
昂
が
な

石
汽
勺
　
　
　
ｒ

［
に
］
に

一
月
闘
争
で
」

・
中
枢
制
圧
を
　
　
一

　
　
　
↑
刑
旱
倫
ゾ
昌
言
に
心
Ｊ

こ

づ

し
て
詐
鍬
か
に
向
け
ぶ

・
中
央
権
力
闘
争
岨
毎
せ
ん
と
し
た
還

　
カ
矢
詐
の
闘
い
は
、
安
保
決
戦
を
文

　
字
漁
り
ご
行
よ
で
を
賀
澱
と
妬
に
上

　
オ
る
武
恍
闘
争
こ
し
て
闘
い
仁
昌
つ

　
も
遂
に
官
憲
を
圧
倒
し
回
忌
こ
と
な
く

　
生
月
佐
藤
訪
米
阻
止
に
向
け
た
闘
い

　
に
そ
の
貫
徹
の
場
を
移
さ
ざ
元
咬
な

　
か
っ
た
の
で
あ
る
。
官
憲
は
十
一
月
阿

　
争
に
向
け
て
更
な
る
ぼ
革
命
突
鰍
隊
と

　
し
て
の
任
務
を
貢
徴
せ
ん
と
し
て
ぐ
岑

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
、

」
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れ
た
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